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問
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さ
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遠
足
に
つ
い
て

　
府
内
の
市
町
村
教
育
長

が
校
外
学
習
と
し
て
参
加

さ
せ
る
う
え
で
、
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
求
め
た
緊

急
要
望
書
を
５
月
１
日
付

で
府
教
委
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
緊
急
要
望
書
で
は
、

観
光
バ
ス
を
利
用
し
た
場

合
、
駐
車
場
か
ら
会
場
入

り
口
ま
で
８
０
０
メ
ー
ト

ル
か
ら
１
０
０
０
メ
ー
ト

ル
の
徒
歩
移
動
で
あ
り
、

小
学
校
低
学
年
に
と
っ
て

は
厳
し
い
も
の
と
な
る
。

屋
根
付
き
の
団
体
休
憩
所

は
小
学
生
優
先
で
ピ
ー
ク

時
は
混
乱
が
想
定
さ
れ
、

中
学
生
の
ま
と
ま
っ
た
食

事
場
所
や
熱

中
症
回
避
、

雨
天
、
災
害
、

事
故
等
の
対

策
で
不
安
要

素
が
あ
る
。

と
安
全
、
安

心
に
か
か
わ

る
問
題
を
指

摘
し
て
い
ま

　

例
年
、
災
害
級
の
暑

さ
に
な
っ
て
お
り
、
熱
中

症
対
策
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
会
場
内
は
基
本
的
に

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

で
す
。
電
子
マ
ネ
ー
が
使

え
な
い
子
ど
も
は
自
動
販

売
機
で
水
な
ど
を
購
入
で

き
ま
せ
ん
。
学
校
関
係
者

か
ら
の
「
熱
中
症
対
策
は

ど
う
す
る
の
か
」
と
の
問

い
に
、
大
阪
府
教
育
庁
の

F
A
Q
で
は
「
給
水
所
に

つ
い
て
は
詳
細
が
判
明
し

た
ら
知
ら
せ
ま
す
。
水
筒

を
複
数
持
た
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
の
回
答
で
す
。

　
６
月
24
日
、
万
博
協
会

が
３
月
発
生
の
ガ
ス
爆
発

を
受
け
た
、
万
博
開
催
中

の
安
全
対
策
を
発
表
し

ま
し
た
。
主
会
場
と
な
る

パ
ビ
リ
オ
ン
ワ
ー
ル
ド
校

区
で
の
対
策
は
、
測
定
エ

リ
ア
が
こ
れ
ま
で
に
ガ
ス

が
検
知
さ
れ
た
地
下
鉄
工

事
上
部
エ
リ
ア
な
ど
に
限

定
さ
れ
、
対
応
策
も
マ
ン

ホ
ー
ル
へ
の
通
気
孔
の
設

置
や
ふ
た
の
解
放
、
ガ
ス

が
検
知
さ
れ
た
箇
所
で
の

換
気
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
建
物
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
測
定

結
果
に
よ
り
機
械
換
気
設

備
の
能
力
や
検
知
器
の
設

置
場
所
な
ど
の
対
策
内
容

を
決
め
る
と
の
表
明
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
極
め

て
限
定
し
た
場
所
で
の
ガ

ス
濃
度
測
定
や
換
気
を
行

う
だ
け
で
、
爆
発
の
危
険

は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

６月
議会
質
問
内
容
を
掲
載
し
ま
す

問
題
❶

問
題
❷

す
。

　
私
は
「
要
望
書
の
提
出

後
、
府
教
育
庁
か
ら
回
答

は
あ
っ
た
の
か
」
と
質
問
。

教
育
委
員
会
は
「
現
在
の

と
こ
ろ
、
新
た
な
情
報
提

供
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

万
博
遠
足
に
「
行
か
な
い
」

と
判
断
し
た
場
合

安
全
安
心
が
確
保
さ
れ
な

い
万
博
遠
足
は
中
止
を

　
各
校
の
遠
足
日
が
確
定

す
る
の
は
今
年
の
10
月
頃

と
さ
れ
、
最
終
判
断
は
秋

ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

　
万
博
は
４
月
13
日
か
ら

10
月
13
日
ま
で
の
半
年
間

で
す
が
、
学
校
関
係
者
に

よ
る
と
希
望
が
集
中
す
る

の
は
５
月
と
い
い
ま
す
。

４
月
は
新
学
期
直
後
で
あ

る
こ
と
、
６
月
は
梅
雨
、

７
月
、
９
月
は
暑
す
ぎ
ま

す
。
10
月
は
運
動
会
な
ど

の
行
事
が
あ
る
こ
と
が
理

由
で
す
。

　

府
の
日
程
調
整
の
結

果
、
希
望
す
る
日
に
行
け

な
い
。
観
光
バ
ス
が
確
保

で
き
な
い
場
合
は
、「
行

け
な
い
」
と
判
断
す
る
学

校
も
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
５
月
末
に
申
し
込
ん

だ
場
合
で
も
キ
ャ
ン
セ
ル

は
で
き
ま
す
。

　
私
は
「
保
護
者
も
、
子

ど
も
自
身
も
万
博
へ
の
遠

足
に
行
か
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
ど
う
な
る
の

か
」
と
質
問
。
教
育
委
員

会
は
「
各
学
校
が
個
別

の
状
況
に
応
じ
て
対
応
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

私
は
「
万
博
遠
足
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護

者
、
子
ど
も
が
、
遠
足
に

行
か
な
い
と
決
め
た
場
合

の
対
応
は
、
ぜ
ひ
、
十
分

な
配
慮
を
」
と
求
め
ま
し

た
。

　

大
阪
教
職
員
組
合
は

４
月
18
日
に
万
博
遠
足
に

つ
い
て
の
申
し
入
れ
を
提

出
し
ま
し
た
が
、
十
分
な

回
答
が
な
い
と
、
６
月
５

日
に
学
校
行
事
と
し
て
の

遠
足
中
止
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
私
は
「
十
分
な
回
答
が

得
ら
れ
ず
、
安
全
・
安
心

が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、

万
博
遠
足
は
や
め
る
べ

き
」
と
求
め
ま
し
た
。

万博遠
足は

中止を
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任
意
団
体
「
わ
く
わ
く
シ
ニ
ア

シ
ン
グ
ル
ズ
」
が
40
歳
以
上
の
単

身
女
性
２
３
４
５
人
に
２
０
２
２

年
12
月
に
調
査
し
た
、「
第
２
回
中

高
年
シ
ン
グ
ル
女
性
の
生
活
実
態

調
査
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
収

入
が
大
幅
に
減
っ
た
時
に
、
家
賃

が
払
え
る
か
ど
う
か
が
、
将
来
の

不
安
の
中
で
１
番
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
。
単
身
者
へ
の
住
宅

支
援
を
し
て
欲
し
い
」（
40
代
・
非

正
規
職
員
）。「
失
業
、
年
金
生
活

に
な
っ
た
場
合
に
現
在
の
家
賃
が

払
え
な
い
。
家
賃
の
安
い
部
屋
に

引
っ
越
そ
う
と
し
て
も
、
単
身
高

齢
女
性
は
容
易
に
部
屋
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
政
府
に
は
、

家
賃
補
助
金
や
単
身
女
性
が
公
営

住
宅
に
住
む
権
利
を
要
望
し
た
い
」

（
50
代・正
規
職
員
）。と
の
声
で
す
。

　
回
答
者
の
う
ち
、
働
い
て
い
る

人
は
84
．
６
％
と
高
い
就
労
率
で

す
が
、
就
業
形
態
は
正
規
職
員
が

44
．
８
％
。
非
正
規
職
員
は
38
．

７
％
、
自
営
業
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

が
14
．
１
％
で
、
正
規
で
働
い
て

い
る
人
は
半
数
に
満
た
な
い
と
い

う
結
果
で
す
。

　
ま
た
、
半
数
が
家
賃
を
払
う
と

家
計
に
余
裕
が
な
く
、
４
人
に
１

人
は
３
０
０
万
円
未
満
の
資
産
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
男
女
の
格
差
が

ひ
ど
く
、
高
齢
期
に
入
る
時
期
に

は
、
生
活
困
窮
者
が
急
増
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
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来
年
度
か
ら
中
学
校

で
使
用
す
る
教
科
書
が
８

月
末
ま
で
に
採
択
さ
れ
ま

す
。
５
月
28
日
に
「
次
期

中
学
校
歴
史
教
科
書
の
採

択
に
関
す
る
陳
情
書
」
が

議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
陳
情
書
に
は
、「
東

京
書
籍
と
他
社
と
の
中
学

校
歴
史
教
科
書
の
違
い
」

と
い
う
資
料
が
つ
い
て
い

ま
す
。
比
較
項
目
は
、
琉

球
王
国
や
大
東
亜
会
議
な

ど
、
９
項
目
で
す
。「
東

京
書
籍
で
は
な
い
他
社
の

歴
史
教
科
書
を
選
ぶ
よ
う

に
」
と
求
め
て
い
る
よ
う

に
も
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
陳
情
書
は
議
長
あ

て
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
市
議
会
が
、
教
育

委
員
会
に
対
し
特
定
の
教

科
書
に
つ
い
て
採
択
す
る

よ
う
意
見
す
る
こ
と
は
、

教
育
へ
の
政
治
介
入
に
な

り
ま
す
。
教
科
書
に
つ
い

市
議
会
に
陳
情
書
の
提
出

市
議
会
に
陳
情
書
の
提
出

意
見
徴
収

意
見
徴
収

住
ま
い
は
人
権

住
ま
い
は
人
権

高齢者への家賃補助制度の創設を高齢者への家賃補助制度の創設を

て
個
人
の
意
見
を
提
出

す
る
こ
と
は
権
利
と
し
て

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
最
良
の
採
択
を

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特

定
の
意
見
に
影
響
さ
れ
る

こ
と
は
あ
っ
て
い
け
ま
せ

ん
。

　

私
は
教
育
委
員
会
と

し
て
の
見
解
を
問
い
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
は
「
外

部
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
働
き

か
け
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
公
正
確
保
の
徹
底

に
努
め
て
い
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
の
日
本
で
は
軍

国
主
義
教
育
が
国
民
を
戦

争
に
か
り
た
て
ま
し
た
。

　

私
は
「
政
治
権
力
に

教
育
を
支
配
、
介
入
し
さ

せ
な
い
仕
組
み
を
、
今
後

と
も
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
求
め
ま
し
た
。

教
科
書
採
択
に
つ
い
て

教
科
書
採
択
に
つ
い
て

　

高
槻
市
で
は
、
各
学

校
に
教
科
書
の
見
本
を
届

け
、
教
員
は
そ
れ
を
閲
覧

し
て
、
学
校
と
し
て
意
見

を
出
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
教
科
書
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
児
童
生
徒
に

対
し
て
直
接
、
指
導
を
行

う
教
員
の
意
見
は
大
切
で

す
。
ま
た
、
保
護
者
や
市

民
な
ど
の
意
見
を
聞
い
た

う
え
で
民
主
的
に
決
め
る

仕
組
み
が
大
切
で
す
。
昨

年
度
の
小
学
校
の
教
科
書

採
択
で
は
、
市
民
か
ら
の

意
見
書
は
１
３
３
通
あ
り

ま
し
た
。

　

生
活
保
護
を
受
給
で
き
る
人

が
、
実
際
に
受
給
し
て
い
る
の
は
、

２
割
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
基
準
以
下
の
収
入
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
あ
っ
て
、
生

活
保
護
を
利
用
し
て
い
な
い
人
は

多
く
い
ま
す
。

　
ま
た
、
低
家
賃
で
入
れ
る
公
営

住
宅
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
管

理
す
る
自
治
体
が
耐
用
年
数
を
迎

え
た
住
宅
を
建
て
替
え
る
時
に
戸

数
を
減
ら
し
て
い
る
た
め
で
す
。

市
内
の
府
営
住
宅
も
深
沢
住
宅
は

建
替
え
に
よ
り
、
２
０
１
１
年
に

２
６
７
戸
減
。
同
時
期
に
宮
が
谷

住
宅
も
新
名
神
の
工
事
に
よ
り
立

ち
退
き
で
廃
止
な
り
ま
し
た
。
柱

本
団
地
・
１
１
６
０
戸
、
下
田
部

団
地
・
１
４
０
６
戸
は
建
替
え
計

画
に
よ
り
、
募
集
停
止
で
す
。
計

画
で
は
下
田
部
団
地
は
２
５
８
戸

削
減
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
「
公
営
住
宅
を
増
や
し
、

民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
補
助
制
度

が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。


